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■ 平成２７年度 当初予算が成立

　各会計の金額は以下のとおり。
　

　　　会　計　区　分　 　　　 平成27年度　  　　 平成26年度　　　　　　比　較

 一般会計　　　    　　　　171億8200万0千円　 165億7000万0千円      6億1200万0千円

　　国民健康保険 　 　 　　 71億6180万0千円　  62億4470万0千円  　  9億1710万0千円

　　後期高齢者医療　 　 　   4億4560万0千円　   4億4340万0千円　　 　　 220万0千円

　　介護保険　　　　　　　  34億9750万0千円　  32億 310万0千円　    2億9440万0千円

　　公共用地先行取得事業　    　1332万5千円　 　　 1349万3千円   ▲　    16万8千円

　　南部第二土地区画整理　 　2億8070万0千円　   2億9870万0千円　 ▲　  1800万0千円

　　南部第三土地区画整理　 　1億3210万0千円　 　1億6690万0千円　 ▲　  3480万0千円

　　南部第四土地区画整理　 　1億3860万0千円　 　1億4160万0千円   ▲　   300万0千円

　　公共下水道事業　　　　  17億 850万0千円    14億1120万0千円　  　2億9730万0千円

　　農業集落排水事業　    　 3億 240万0千円　   1億2450万0千円　 　 1億7790万0千円

　　住宅資金等貸付事業 　  　　  407万0千円　　 　  418万5千円　 ▲　    11万5千円

　　　　　　　計 　　　　  136億8459万5千円　 120億5177万8千円 　  16億3281万7千円

　　収益的収支　  　　　　  11億8612万5千円　  12億 251万0千円　 ▲　  1638万5千円

　　資本的収支　  　　　　   5億9241万8千円　 　5億5972万7千円    　   3269万1千円

　　　　　　　計　　 　　   17億7854万3千円　  17億6223万7千円　  　   1630万6千円

　　　合　　　　計　　 　  326億4513万8千円　 303億8401万5千円 　  22億6112万3千円
　

■ 介護保険の改定について（第６期：平成２７年度～平成２９年度）
　

① 要支援認定者の訪問介護と通所介護が、全国一律である介護給付から市町村が実施する

　 地域支援事業に移行される

② 第１号（６５歳以上）被保険者の基準額を 月額 ３,９００円 ⇒ ４,９００円 に改正

③ 第１号（６５歳以上）被保険者の保険料区分を８段階１０区分から１０段階に改正

④ 公費負担による更なる軽減策の実施（保険料区分の第１・２・３段階で軽減を実施）
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任期満了を迎え、最後の発行となりました！！
　

　日頃より、結政会の活動に対しましてご理解・ご支援をいただきまして

有難うございます。また、今回の発行が今期最後のレポート発行となります。
　

　今期は会派活動を充実させようとの意思のもとに本誌の発行をスタート

させたり、会派議会報告会を開催するなど、手探りながら新しいことに

チャレンジができたと考えております。議会終了後に本誌を発行してまいり

ましたが、１度も欠けることなく発行できたことが、会派にとっても大きな

前進となりました。
　

　また、議会改革の１つとして会派代表質問が実施されることとなり、

従来の数合わせのツールではなく、政策を語る会派としての位置づけがより

鮮明となったことも大きな前進であったと思います。来期も、この考え方が

踏襲され、会派が政策集団としての立ち位置を強く持ちながら議会活動をより

一層活発にすることで、市民の皆さんから必要とされる組織となることが

必要であると考えております。

　それでは、結政会 今期最後の会派活動レポートを是非ご覧ください！

　

３月議会でのポイント
　

　今回の議会では地方創生関係の予算を含む補正予算審議や、予算特別委員会を

設置しての平成２７年度 当初予算（１２会計）の審議が中心となりました。

　

① 平成２７年度 当初予算審議

② 介護保険 第６期（平成２７年～２９年）計画

③ 平成２６年度 一般会計・特別会計・水道事業会計 補正予算 審議

　　（地方創生関連の補助金が主体）

④ 結城市医療福祉費支給に関する条例の一部改正

⑤ 市職員の特殊勤務手当の一部改正

⑥ 結城市営住宅の設置管理条例の一部改正

⑦ 結城市いじめ調査委員会条例の制定

⑧ 手話言語法の制定を求める意見書提出を求める請願
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■平成２６年度 結城市一般会計・特別会計 補正予算
　

① 一般会計・８特別会計・水道事業会計 総額で 5億 9,307万 8,000円の

　 補正予算を可決
　

② 主な内容は以下の通り
　

・財政調整基金 積立　　   　　　　　　　　　　　　　　 2億 3000.0 万円

・市庁舎建設事業基金 積立 　　　　　　　　　　　　　　 2億 3000.0 万円

・減債基金 積立　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　 　  6770.0 万円

★人口ビジョン・総合戦略策定事業　　　　　　　　　　　　　　792.0 万円

★シティプロモーション事業　  　 　　　　　　　　　　 　　 1056.4 万円

　（定住促進のためのガイドブック、ツアー、ホームページ作成）

　（シティプロモーション映像作成）

★プレミアム付商品券 発行事業 補助金　　　　　 　　　　　　4016.5 万円

★子育て応援商品券 交付金　　　　 　　　　　 　　　　　　　2760.0 万円

★少子化対策医療費 助成金　　　　　　　　　　　　　　　　　1053.0 万円

・民間保育所等運営事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　 3642.4 万円

　（市内・市外の私立保育所の運営委託料）

★街なか賑わい創出支援事業 補助金　　　　　　　　　　　　　　50.0 万円

　（あらたなイベントを企画する団体への補助金）

★観光振興事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1671.0 万円

　（情報誌を作成し首都圏に配布、地方テレビによるＰＲ）

・南部区画整理事業 特別会計 繰出金　　　　　 　　　　 　▲ 1560.7 万円

・北西部地区 土地区画整理事業費　　　　　　　　　　　 　▲ 2040.0 万円

・防災行政無線整備事業　　 　　 　　　　　　　　　　　　▲ 5558.9 万円

・【国民健康保険】国保支払準備基金積立　　 　　　　　　1億 1086.3 万円

・【南部区画整理】区画道路整備・家屋移転補償　　　　　　▲ 6680.0 万円

・【公共下水道】公共下水道建設事業　　　　　　　　　　　▲ 6636.5 万円

　（管渠実施設計委託・下水道浄化センター改築更新工事委託）
　

※ ★マークの事業は地方創生関連事業で、すべて平成２７年度に繰り越して実施
　

■結城市医療福祉費支給に関する条例の一部改正
　

・子育て世代への医療費助成の拡大を図るため、医療費助成の対象年齢を

　現在の中学３年生から高校３年生相当の１８歳まで拡大

■市職員の特殊勤務手当の一部改正
　

・第４次 結城市行政改革大綱 行動計画に基づく見直しで、下記２種の手当を廃止
　

　「危険業務手当」 … 蜂の巣駆除 及び 野犬捕獲業務に従事した際に支払われる手当
　

　「保育業務手当」 … 保育所において保育業務に従事した保育士に支払われる手当
　

■結城市営住宅の設置管理条例の一部改正
　

・市営住宅入居の際に必要な連帯保証人の連書を現行の２人から１人に緩和し、家賃支払

　能力があるにもかかわらず入居できない状況を解消
　

■結城市いじめ調査委員会条例の制定
　

・「いじめ防止対策推進法」にもとづき、いじめ防止等のための対策を調査審議し、意見を

　述べるとともに、いじめに係る重大事態が発生した場合に公平・中立な立場で事実関係を

　調査する委員会を設置するため本条例を新規に制定
　

■手話言語法の制定を求める意見書提出を求める請願
　

・手話が音声言語と対等な言語であることを広く国民に広め、きこえない子どもが手話を

　身につけ手話で学べ、自由に手話が使え、更には手話を言語として普及、研究することの

　できる環境整備を目的とした「手話言語法（仮称）」を制定するよう関係機関に意見書と

　して提出を求める請願が採択され、関係機関へ意見書を提出することが決定された。

あ  と  が  き
　

　本来であれば、議会終了後、時間を置かずに発行したかったのですが、

4/19 告示の結城市議会議員選挙の執行にあたり、４月当初の本誌発行が

選挙運動と誤解される可能性があることから発行を先送りし、今期の

任期満了日である 4/29 発行と致しました。お届けに時間がかかりました

ことを御理解願います。
　

　今後、色々な立場や方向で活動していきますが、ひきつづきご理解・ご支援を頂けますよう

お願い申し上げます。最後になりますが、本誌をご愛読いただき有難うございました。
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